
．

二三四

色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
掲
出
語
の
受
容

1
特
に
「
人
体
」
部
に
つ
い
て
1

目
　
　
次

目
的
と
方
法

色
葉
字
類
抄
と
和
名
類
衆
抄
と
の
掲
出
語
の
一
致

色
葉
字
類
抄
と
和
名
類
衆
抄
と
の
掲
出
漢
字
の
一
致

結
語

村
　
　
田
　
　
正
　
　
英

「
　
目
的
と
方
法

色
菓
字
類
抄
の
編
纂
に
何
ら
か
の
形
で
和
名
類
衆
抄
が
か
か
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
学
の
研
究
に
よ
り
明
ら
か
で
あ

（1）る
。本

稿
は
そ
う
し
た
先
学
の
釦
研
究
の
成
果
の
上
に
立
っ
て
、
さ
ら
に
、
和
名
類
衆
抄
が
ど
の
程
度
に
色
莫
字
類
抄
の
成
立
に
関
与
し
た
も
の
か

に
つ
い
て
、
そ
の
程
度
を
、
色
菓
字
類
抄
・
和
名
類
衆
抄
双
方
の
掲
出
語
・
掲
出
漢
字
の
比
較
を
通
し
て
推
し
量
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
・
で
あ

る
。そ

の
場
合
、
和
名
類
衆
抄
中
の
全
掲
出
語
と
色
葉
字
類
抄
中
の
全
掲
出
語
と
を
相
互
に
比
較
す
る
こ
と
が
す
じ
道
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
す
で

に
和
名
類
衆
抄
中
の
掲
出
和
訓
並
び
に
掲
出
漢
字
に
つ
い
て
、
そ
の
色
菓
字
類
抄
へ
の
引
き
当
て
を
通
し
て
、
和
名
類
衆
抄
の
そ
れ
ら
の
和
訓
並

色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
兼
抄
掲
出
語
の
受
容
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
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（2）

び
に
掲
出
漢
字
の
ほ
と
ん
ど
（
約
9
5
％
）
が
色
菓
字
類
抄
の
当
該
箇
所
に
見
出
せ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
、
逆
に
色
菓
字

類
抄
の
側
か
ら
所
載
の
語
並
び
に
掲
出
漢
字
に
つ
い
て
和
名
類
衆
抄
へ
の
引
き
当
て
を
行
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
。

な
お
資
料
は
、
和
名
類
衆
抄
に
つ
い
て
は
二
十
巻
本
系
の
元
和
版
本
（
以
下
、
「
和
名
抄
」
と
略
称
）
、
色
葉
字
類
抄
に
つ
い
て
は
三
巻
本
色
葉
字

類
抄
（
前
田
本
、
た
だ
し
そ
の
欠
落
部
分
は
黒
川
本
に
よ
り
補
っ
た
）
と
あ
わ
せ
て
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本
）
を
用
い
た
（
以

下
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
は
「
色
菓
字
類
抄
」
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
は
「
世
俗
字
類
抄
」
、
両
者
を
含
め
て
色
葉
字
類
抄
を
総
称
す
る
場
合
は
単
に
「
字
類
抄
」
と

略
称
す
る
）
。

ま
た
、
今
回
は
便
宜
上
、
字
類
抄
「
人
体
」
部
に
限
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
人
体
部
位
に
関
す
る
語
彙
が
、
体
系
的
に
把
擾

し
ゃ
す
く
、
し
た
が
っ
て
、
資
料
問
の
語
形
や
字
形
の
異
同
の
確
認
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
。

和
名
抄
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
字
類
抄
「
人
体
」
部
に
属
す
る
語
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
巻
三
の
形
体
部
に
お
さ
め
ら
れ
て
い
る
（
例
外
と
し
て

は
「
ニ
コ
ゲ
（
義
）
」
が
巻
十
八
の
羽
族
類
、
「
ホ
バ
ラ
（
腰
）
」
が
巻
十
九
の
竜
魚
体
、
「
フ
シ
（
節
）
」
が
巻
二
十
の
竹
異
、
「
コ
フ
（
甲
）
」
が
巻
十
九
の
亀
貝
類
、
「
シ

ニ
カ
バ
ネ
（
屍
）
」
が
巻
十
四
の
葬
送
具
に
見
え
て
い
る
の
み
で
あ
る
）
。

二
、
色
葉
字
類
抄
と
和
名
粗
衆
抄
と
の
掲
出
語
の
一
致

こ
の
項
で
は
、
掲
出
語
の
語
形
の
異
同
に
つ
い
て
ふ
れ
、
掲
出
漢
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
後
に
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
。

字
類
抄
「
人
体
」
部
掲
出
語
の
和
名
抄
に
お
け
る
有
無
を
確
認
す
る
に
際
し
、
次
の
諸
点
に
留
意
し
た
。

用
字
類
抄
に
お
い
て
掲
出
語
の
訓
が
二
つ
以
上
並
ん
で
い
る
場
合
、
そ
の
頭
音
が
所
属
篇
と
一
致
す
る
訓
の
み
を
考
察
の
対
象
と
し
、
そ
れ
以
外

の
訓
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
所
属
篇
と
は
異
な
る
頭
音
を
有
す
る
訓
は
他
の
訓
に
対
し
補
助
的
に
掲
げ
ら
れ
た
も

（2）

の
で
あ
る
と
の
筆
者
の
考
え
に
よ
る
。

例
1
0
薫
濫
内
」
黒
川
本
色
菓
字
類
抄
、
中
ツ
人
体
）



こ
の
場
合
は
、
「
ツ
ブ
ナ
ギ
」
・
「
ツ
ブ
、
シ
」
両
方
の
和
訓
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
和
名
抄
に
対
応
例
を
求
め
た
。

例
2
0
即
票
ソ
腺
か
イ
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
上
ホ
人
体
）

こ
の
場
合
は
、
こ
の
語
の
所
属
す
る
篇
が
「
ホ
」
篇
で
あ
る
の
で
、
「
ホ
ソ
」
の
訓
の
み
に
つ
い
て
和
名
抄
に
対
応
例
を
求
め
、
「
ヘ
ソ
」

に
つ
い
て
は
そ
れ
を
行
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
「
へ
ソ
」
に
つ
い
て
は
同
じ
色
菓
字
類
抄
の
「
へ
」
篇
に
次
の
如
く
用
例
が
あ

り
、
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
和
名
抄
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

○
即
．
訂
ソ
脱
．
恥
イ
剤
同
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
上
へ
人
体
）

こ
の
よ
う
に
所
属
篇
と
は
異
な
る
頭
音
を
有
す
る
訓
の
場
合
、
特
に
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
頭
音
に
等
し

（4）

い
篇
に
重
出
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

初
和
名
抄
の
掲
出
語
に
仮
名
訓
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
表
記
を
有
す
る
語
が
字
類
抄
中
に
掲
出
語
と
し
て
見
出
せ

る
場
合
、
こ
れ
を
一
致
す
る
も
の
と
見
な
し
た
。

例
3
◎
口
　
野
王
案
口
望
所
以
言
食
也
　
（
和
名
抄
彗
一
、
鼻
口
類
）

○
口
酎
尉
反
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
申
ク
人
体
）

用
字
類
抄
の
掲
出
語
に
仮
名
訓
が
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
所
属
篇
並
び
に
漢
字
表
記
か
ら
、
和
名
抄
中
に
同
語
と
認
め
得
る
例
が
見
出
せ

る
時
は
、
こ
れ
を
も
っ
て
一
致
す
る
も
の
と
認
め
た
。

例
4
0
膜
ソ
ウ
（
前
田
本
色
莫
字
類
抄
、
下
シ
人
体
）

◎
肉
糎
理
（
中
略
）
准
南
子
云
鮮
肉
必
中
勝
欄
舶
蛇
（
和
名
抄
巻
三
、
肌
肉
類
）

糾
和
名
抄
の
仮
名
訓
と
字
類
抄
の
仮
名
訓
と
の
間
に
少
異
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
双
方
の
掲
出
漢
字
が
一
致
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を

一
致
す
る
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
た
。

例
5
◎
髭
褒
　
説
文
云
髭
好
票
豊
口
上
寅
也
（
以
下
略
）
（
和
名
抄
巻
三
、
毛
髪
類
）

色
糞
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
兼
抄
掲
出
語
の
受
容
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○
髭
．
㌍
聖
ケ
（
前
田
本
色
菓
字
類
抄
、
上
力
人
体
）

例
6
㊥
瘍
腑
　
説
文
云
瘍
議
謂
概
頭
瘡
也
（
以
下
略
）
（
和
名
抄
巻
三
、
瘡
類
）

ヤ
ウ

○
瘍
．
ヵ
シ
ラ
カ
サ
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
上
力
人
体
）

ま
ず
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
「
人
体
」
部
掲
出
語
数
（
A
）
と
、
そ
れ
ら
の
う
ち
和
名
抄
と
の
引
き
当
て
を
通
し
て
得
ら
れ
た
和
名
抄

と
の
一
致
語
数
（
B
）
と
を
表
に
し
て
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
∧
表
1
＞
　
（
表
中
の
数
字
は
、
色
葉
字
類
抄
の
掲
出
語
の
仮
名
訓
の
数
を
あ
ら
わ
す
）
。

＜
衷
1
＞

ホ
　
「
ヤ
マ
ノ
カ
、
、
、
（
山
神
）
」
、
「
ヤ
マ
ヒ
コ
　
（
山
孫
）
」
な
ど
、
人
倫
部
か
ら
の
混
入
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
除
い
た
。

右
の
麦
に
基
づ
き
色
葉
字
類
抄
掲
出
語
の
和
名
抄
と
の
一
致
度
を
は
か
る
と
、
B
／
A
X
l
O
O
＝
6
8
％
と
な
り
、
和
名
抄
に
は
見
出
せ
な
い
訓
が

色
葉
字
腰
抄
「
人
体
」
部
全
体
の
約
1
／
3
を
占
め
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
仮
り
に
色
菓
字
類
抄
の
中
で
和
名
抄
と
一
致
す
る
語
が
す
べ
て

和
名
抄
か
ら
直
接
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
も
、
な
お
多
く
の
部
分
が
和
名
抄
と
は
別
の
資
料
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の

で
あ
る
。



へ

5

）

と
こ
ろ
で
、
川
瀬
二
馬
博
士
に
よ
れ
ば
、
字
類
抄
諸
本
の
系
統
は
次
の
如
く
で
あ
り
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
よ
り
永
禄
本
が
、
永
禄
本
よ
り
節

用
文
字
・
二
巻
本
世
俗
芋
類
抄
の
方
が
よ
り
原
形
に
近
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

⊥
蟄
整
増
一

－
節
用
文
字

○
原
野
†
－
一
僻
翫
一
－

ー
　
≡
巻
本
）
1
－
－
三
巻
本

二
巻
本
（
永
禄
本
）

－
　
十
巻
本

二
巻
本
（
現
存
本
）

三
巻
本
（
水
戸
本
轡

七
巻
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
）

右
の
如
く
、
三
巻
本
色
葉
字
類
抄
は
原
形
本
に
比
し
て
独
自
の
増
補
部
分
を
少
な
か
ら
ず
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
そ
う
し
た
諸
本
独
自
の
増
補
部
分
を
取
り
除
き
、
字
類
抄
「
人
体
」
部
の
掲
出
語
を
字
類
抄
原
形
の
そ
れ
に
近
づ
け
る
た
め
に
、
三

＜
表
2
．
＞

色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
掲
出
語
の
受
容
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丁丁
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2 T ‾1 丁
1
＿

丁 丁言
0 丁 丁丁
＝ ‾。 丁㌻
1
＿

㌃ 丁丁
2 丁4 エ
0 T 丁丁
＝ 丁 すア

0 T ‾8 す
I。 ‾3 丁丁
‾。 1 ‾4 丁

1 丁 5．
㌻

丁 「 丁丁
‾2 TJ 甘㌻
丁1 ‾1 ㌻
｝0 三 互‾ヒ
＝4 4 ‾モ

1 ‾4 丁㌃
丁 ‾2 ‾7 ｝∴
‾32 ‾126 ‾346 首

巻
本
色
菓
字
類
抄
と
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
と
を
比
較
対
照
し
、
両
者
に
共
通
す
る
語
（
C
）
を
と
り
出
す
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と
め
る

と
、
次
の
如
く
で
あ
る
＜
表
2
＞
。
な
お
、
色
葉
字
類
抄
に
は
存
し
世
俗
字
類
抄
に
は
な
い
語
、
一
及
び
世
俗
字
類
抄
に
は
存
し
色
葉
字
類
抄
に
は

な
い
語
を
も
合
わ
せ
掲
げ
た
　
（
表
中
の
数
字
は
、
両
者
に
共
通
す
る
掲
出
語
数
を
表
わ
す
）
。

次
に
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
色
葉
字
類
抄
・
世
俗
字
類
抄
共
通
の
語
に
つ
い
て
、
ふ
た
た
び
和
名
抄
と
比
較
し
、
そ
の
一
致
す
る
語
（
D
）
を

＜

表

3

＞



抜
き
出
し
て
ゆ
く
と
、
次
の
結
果
が
得
ら
れ
た
＜
表
3
＞
（
表
中
の
数
字
は
、
字
類
抄
と
和
名
抄
と
の
一
致
語
数
を
示
す
）
。

こ
れ
を
、
先
に
示
し
た
色
葉
字
類
抄
・
世
俗
字
類
抄
共
通
語
全
体
に
対
す
る
比
率
で
見
る
と
、
D
／
C
X
1
0
0
＝
8
3
・

5
％
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
数

値
は
、
先
述
の
、
色
葉
字
類
抄
の
み
を
和
名
抄
と
比
較
し
た
時
の
一
致
率
（
6

8
％
）
を
確
実
に
上
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
限
り
あ

る
人
体
部
位
名
称
の
場
合
な
ど
は
、
そ
の
範
囲
を
せ
ば
め
れ
ば
せ
ば
め
る
程
、
そ
う
し
た
語
に
つ
い
て
の
資
料
間
の
異
同
の
幅
は
小
さ
く
な
っ
て

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
一
事
を
も
っ
て
字
類
抄
原
形
と
和
名
抄
と
の
緊
密
さ
を
説
く
の
は
早
計
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
と
も
か

い
く
く
も
、
色
葉
字
類
抄
・
世
俗
字
類
抄
の
名
増
補
部
分
を
除
い
た
も
の
は
、
そ
れ
ら
増
補
部
分
を
そ
の
ま
ま
残
し
た
場
合
に
較
べ
て
和
名
抄
に

よ
り
近
く
な
る
と
も
決
し
て
遠
ざ
か
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
事
は
、
右
の
結
果
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

三
、
色
菓
字
類
抄
と
和
名
類
緊
抄
と
の
掲
出
漢
字
の
一
致

さ
て
次
に
、
色
葉
字
類
抄
・
世
俗
字
類
抄
に
共
通
す
る
語
で
、
し
か
も
和
名
抄
と
一
致
す
る
語
（
す
な
わ
ち
（
D
）
）
に
つ
き
、
さ
ら
に
そ
の
掲
出

漢
字
に
つ
い
て
和
名
抄
と
比
較
し
、
そ
の
一
致
の
度
を
見
て
み
た
。
た
だ
し
、
そ
の
場
合
も
、
比
較
の
対
象
と
す
る
字
類
抄
の
掲
出
漢
字
は
、
色

葉
字
類
抄
・
世
俗
芋
類
抄
双
方
に
共
通
す
る
漢
字
の
み
に
限
っ
た
。

方
法
と
し
て
は
、
和
名
抄
と
一
致
す
る
字
類
抄
の
掲
出
語
（
D
）
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
漢
字
が
和
名
抄
の
当
該
語
の
項
目
内

に
見
出
せ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
方
法
を
用
い
た
。

そ
の
際
、
字
類
抄
の
掲
出
漢
字
と
和
名
抄
の
掲
出
漢
字
の
対
応
の
型
に
、
大
別
し
て
次
の
三
つ
が
考
え
ら
れ
た
。

1
、
字
類
抄
の
掲
出
漢
字
の
う
ち
、
そ
の
す
べ
て
が
和
名
抄
の
当
該
項
目
内
に
見
出
せ
る
も
の
（
E
）

例
7
〇
．
頂
イ
タ
、
キ
腎
濫
作
戴
（
前
田
本
色
莫
字
類
抄
、
上
イ
人
体
）

テ
ィ

イ
タ
イ
キ

○
預
顛
額
同
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
上
イ
人
体
）

◎
頂
額
陸
詞
日
顛
莞
脚
伊
頂
也
額
緒
頭
上
也
（
和
名
抄
巻
三
、
頭
面
類
）

色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
掲
出
語
の
受
容



鎌

倉

時

代

語

研

究

例
8
0
梅
田
お
山
呈
下
也
濫
侯
耶
報
煙
喰
鯛
益
若
寵
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
申
ノ
人
体
）

○
斬
剛
舶
同
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
上
ノ
人
体
）

二
三
〇

◎
咽
喉
　
詮
文
云
咽
話
語
咽
謂
之
喧
斑
爾
雅
云
喉
朗
謂
之
囁
語
調
名
（
和
名
抄
巻
三
、
鼻
口
類
）

2
、
字
類
抄
の
掲
出
漢
字
の
う
ち
、
そ
の
一
部
だ
け
が
和
名
抄
の
当
該
項
目
内
に
見
出
せ
る
も
の
　
（
F
）

タ

ワ

イ

エ

ツ

エ

ツ

例
9
〇
．
塊
　
瞳
．
サ
ク
リ
卒
暁
同
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
下
サ
人
体
）

サ

タ

リ

〇
歳
喧
　
卒
囁
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
下
サ
人
体
）

ク
ワ
イ
ナ
ウ

◎
境
嗟
　
唐
韻
云
嘘
嗜
鮎
禁
断
訪
露
氏
運
気
也
（
和
名
抄
巻
三
　
病
類
）

例
1
。
○
身
知
人
反
質
野
郎
開
成
反
躯
同
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ミ
人
体
）

シ
ン

○
身
莞
同
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
下
ミ
人
体
）

◎
身
　
唐
嶺
云
身
璃
身
窮
僻
購
又
盈
譜
（
和
名
抄
巻
三
、
身
体
準

例
1
1
0
乳
府
チ
フ
乳
痍
同
痔
同
与
妬
同
（
前
田
本
色
莫
字
類
抄
、
上
チ
人
体
）

○
訂
群
舞
同
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
上
チ
人
体
）

◎
乳
癖
　
四
壁
字
苑
云
粍
鮒
慧
岩
婦
人
乳
腫
也
浮
名
云
乳
輝
日
妬
齢
豊
畑
作
妬
貯
也
言
気
貯
積
不
通
也
（
和
名
抄
巻
三
、
瘡
類
）

3
、
字
類
抄
の
掲
出
漢
字
の
う
ち
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
和
名
抄
の
当
該
項
目
内
に
見
出
せ
な
い
も
の
　
（
G
）

チ
ヤ
ウ

例
1
2
0
腸
．
ハ
ラ
ワ
タ
勝
間
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
上
ハ
人
体
）

○
腸
ハ
ラ
ワ
タ
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
上
ハ
人
体
）

◎
大
腸
　
中
貴
子
云
大
腸
㌍
豊
馬
借
迭
之
府
（
和
名
抄
巻
三
、
蔵
府
類
）

比
較
の
結
果
を
表
に
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
∧
表
4
＞



表
に
示
し
た
如
く
、
1
の
型
（
す
な
わ
ち
（
E
）
）
が
全
体
の
ほ
ぼ
九
割
（
E
／
D
X
1
8
。
品
％
）
を
占
め
て
い
る
。
さ
ら
に
2
の
型
　
（
す
な
わ
ち

（
F
）
）
の
う
ち
、
例
1
1
の
如
く
字
類
抄
に
お
け
る
初
掲
字
が
和
名
抄
に
見
出
せ
な
い
も
の
は
、
例
1
1
の
他
に
次
の
二
例
を
数
え
る
の
み
で
あ
り
、

他
は
す
べ
て
、
少
な
く
と
も
初
掲
字
に
つ
い
て
は
和
名
抄
の
掲
出
漢
字
と
一
致
す
る
の
で
あ
る
。

ィ

ン

ツ

ヒ

例
3
陰
襲
門
開
同
廉
同
玉
門
間
玉
泉
同
朱
門
同
閣
同
（
黒
川
本
色
葦
類
抄
、
中
ツ
人
体
）

○
酎
醐
昆
福
間
玉
泉
同
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
上
ツ
人
体
）

◎
玉
門
　
房
内
経
云
玉
門
抽
偵
楊
氏
漢
語
抄
云
尿
謂
酔
繋
臥
或
（
和
名
抄
巻
≒
茎
垂
類
）

色
葉
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
掲
出
語
の
受
容



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

d
◎
陰
　
繹
名
云
陰
新
語
票
門
蔭
也
言
其
所
在
蔭
翳
也
（
和
名
抄
彗
一
、
茎
垂
類
）

例
1
4
0
臆
断
酎
・
、
、
酎
‥
削
浄
反
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
、
下
ヒ
人
体
）

ヒ
．
．
ト
．
ヽ
ヽ
ヽ

○
腫
子
時
間
（
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
、
下
ヒ
人
体
）

二
三
二

◎
絆
　
廣
雅
云
畔
望
謡
監
晋
珠
子
也
（
和
名
抄
巻
三
、
耳
目
類
）

そ
の
結
果
、
色
葉
字
類
抄
・
世
俗
字
類
抄
に
共
通
し
か
つ
和
名
抄
と
一
致
す
る
語
（
D
）
の
う
ち
、
そ
の
初
掲
字
が
和
名
抄
と
一
致
す
る
も
の

E
＋
F
－
u

×
－
0
0
＝
芦
∞
求
と
な
り
、
少
な
く
と
も
初
掲
字
に
関
し
て
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
和
名
抄
と
一
致
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
事
は
、
す
な
わ
ち
、
字
類
抄
の
編
者
橘
忠
兼
が
、
そ
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
和
名
抄
中
の
語
を
採
用
す
る
場
合
、
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
漢

字
表
記
ま
で
も
同
時
に
採
用
し
て
お
り
、
そ
し
て
た
と
え
ば
和
名
抄
以
外
の
資
料
か
ら
漢
字
表
記
を
採
る
場
合
も
、
ま
ず
和
名
抄
を
優
先
し
、
そ

の
欠
を
補
う
形
で
採
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
事
を
考
え
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

四
、
結
　
　
　
語

以
上
述
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

1
、
色
葉
字
類
抄
と
世
俗
字
類
抄
の
「
人
体
」
部
掲
出
語
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
増
補
部
分
を
除
い
た
二
本
共
通
の
語
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
和
名
抄
と
の
一
致
皮
は
、
色
葉
字
類
抄
「
人
体
」
部
全
体
の
掲
出
語
の
和
名
抄
と
の
一
致
度
よ
り
も
高
く
、
字
類
抄
二
本
共
通
語
全

体
の
八
割
以
上
が
和
名
抄
と
の
一
致
を
示
し
て
い
る
。

2
、
さ
ら
に
、
右
の
二
本
に
共
通
す
る
語
で
し
か
も
和
名
抄
に
見
出
せ
る
語
は
、
そ
の
う
ち
九
割
が
、
掲
出
漢
字
に
お
い
て
も
和
名
抄
と
の
一
致

を
み
せ
て
お
り
、
特
に
初
掲
字
に
絞
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
和
名
抄
と
一
致
す
る
も
の
が
9
5
％
と
い
う
高
率
を
示
し
て
い
る
。

3
、
こ
の
よ
う
に
、
字
類
抄
と
和
名
抄
と
は
掲
出
語
の
み
な
ら
ず
掲
出
漢
字
に
お
い
て
も
き
わ
め
て
よ
く
一
致
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
か

ら
、
字
類
抄
「
人
体
」
部
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
く
早
い
段
階
で
、
和
名
抄
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
十
分
に
推
測
で
き



る
の
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
は
「
人
体
」
部
の
み
を
対
象
と
し
た
調
査
か
ら
得
た
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
事
が
字
類
抄
の
他
の
部
に
お
い
て
も
見
出
せ
る
か

ど
う
か
は
な
お
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
掲
出
語
・
掲
出
漢
字
の
み
で
な
く
、
音
注
・
義
注
等
の
注
文
に
つ
い
て
も
考
察
の
対
象
に
加
え

る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
だ
調
査
が
そ
こ
ま
で
到
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
も
将
来
の
課
題
と
し
た
い
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

（5）

川
瀬
一
馬
博
士
『
古
群
書
の
研
究
』

峰
岸
明
氏
「
前
田
本
色
葉
字
類
抄
と
和
名
類
衆
抄
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
三
十
九
年
十
月
号
）

拙
稿
「
三
巻
本
色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
和
訓
の
受
容
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
五
輯
）

拙
稿
「
前
田
家
本
色
菓
字
類
抄
掲
出
漢
字
に
並
記
さ
れ
た
別
訓
の
機
能
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
三
輯
）

注
3
拙
稿
参
照

川
瀬
一
馬
博
士
『
古
辞
書
の
研
究
』
三
三
三
真

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
季
研
究
集
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
稿
を
成
す

に
あ
た
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
あ
た
た
か
い
励
ま
し
の
御
言
葉
と
御
助
言
と
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
調
査
に
用
い
た
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
は
東
京
大
学
国
語
研
究
室
に
お
い
て
閲
覧
・
写
真
撮
影
を
許
さ
れ
た
も
の
を
用
い
ま
し
た
。
御
許
可
下
さ
っ

た
東
京
大
学
の
築
島
裕
先
生
、
御
紹
介
下
さ
っ
た
小
林
芳
規
先
生
、
閲
覧
に
醸
し
お
世
話
頂
い
た
近
藤
泰
弘
氏
に
、
こ
の
紙
上
を
借
り
て
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

色
菓
字
類
抄
に
お
け
る
和
名
類
衆
抄
掲
出
語
の
受
容




